
人工大理石のシンプルな薄型洗面台の製作について 

今回は天板、前垂れが人工大理石の H180 の薄型のシンプルな洗面台の製作です。右側が壁固定なく 

ブラケットにて受けることになります。そこで、左壁、背板側壁に固定用の板を先行して埋め込んでお

きます。さらに人大天板の下地合板 t21 は５０mm 壁呑込みとしてしっかり固定が必要です。 

 

 

 

 

 

天板人大合板下地 t21

壁呑込み 
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洗面箱の壁固定下地取り付け状況。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラケット取り付け状況。 

ブラッケットの背面とその直角方向に

もビス固定してブラケットの揺れをで

きるだけ抑える。 
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ブラケットのリブはボックスの形状

一杯近くまで高さを取っています。 



  

 

ブラケットの固定状況です。 

ボックス固定時に専用開口窓が有り、ブラケットを化粧版で埋め

た状況です。  

 

 

 

 

 

 

                    洗面台壁固定完了状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

洗面台下面の仕上がり状況。 
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引出等のないシンプルな人工大理石の洗面台

の完成です。 

天板の広い空間と足元の空間がゆったりとし

た趣を感じさせます。 

 ㈱マルダイ 家具部 Da・monde 鈴木 

          平成 23 年 9 月 5 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浴室ドア枠と人大前垂れを 1mm

背面

奥行

に多少余裕をみました。 

ぐらいのチリで収めるため

の壁状況を測定しボックス


